
患者家族アンケート結果 

  

深川第一病院では国の療養病床削減方針について、患者家族がどのように思っているか、

療養病床で入院できなくなった場合、在宅介護は可能かどうか、別紙設問表のアンケート

調査を実施しました。 

 

【調査方法】 

調査は 19 年 5 月現在入院している患者家族へ書面にて行い、222 通配布、内 156 通の回

答がありました。（回答率 70.3％） 

 
【調査結果】 

問１．現在全国には37万床の療養病床がありますが、国はこれを平成
24年までに24万床削減し、15万床とすることを知っていますか？
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１．知っている ２．知らない

問２．療養病床には医療保険適用の病床、介護保険適用の病床があり
ますが、平成24年で介護保険適用病床は全廃されることを知っています
か？
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（54.5％） （45.5％）

（32.1％） （67.9％）



問３．療養病床での入院が続けられなくなった場合、現在の病状・状態
で自宅介護は可能ですか？

3 147 5

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．可能である ２．可能だが不安 ３．不可能 ４．よく分らない

問３-２．問３で２．可能だが不安、３．不可能とした理由は何ですか？
（複数回答）
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７．その他

６．在宅サービスが不十分だから

５．介護する者が居ないから

４．自分も病弱だから

３．自分も高齢だから

２．自宅の設備に不安

１．容体が変化した時、対応できない

問４．療養病床削減後、入所を希望する施設はどこですか？（複数回答）

17

9

78

61

49

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

６．その他

５．有料老人ホーム

４．介護老人福祉施設

３．介護老人保健施設

２．一般病院

１．自宅へ帰る

（94.2％）

（0.6％） 

（1.9％） （3.2％） 



【考  察】 

 深川第一病院へ入院中の患者家族へのアンケートでしたが、療養病床削減計画がある事

を知っている人は 54.5％で、まだ 45.5％の人が知らなく、介護療養病床全廃に関しては

67.9％の人が知らないと回答しています。介護問題が非常に身近な問題である患者家族に

あっても知らない人が多数いるのですから、まだ介護問題が身近でない人の認知率はさら

に下がると推察されます。いづれ誰もが年を取り、身近な重要な問題になるにも関わらず、

療養病床削減計画だけが一般市民に周知されずに進行している事は、問題であり、削減後

の受け入れ体制を具体的な形で示す事と、個々人の患者様の行く先をはっきりと医療機関

側が明示できていなければならないと思います。 

療養病床での入院が続けられなくなった場合、「現在の病状・状態で自宅介護が可能か」

との問では「可能」と答えたのは僅か 0.6％で、「不可能」が 94.2％、「可能だが不安」が

1.9％、「よく分らない」が 3.2％となっています。 

この内、「可能だが不安」「不可能」と回答した人の理由（複数回答）は、多い順に「介

護する者が居ないから」（22.4％）、「容体が変化した時に対応できない」（22.2％）、「自宅

の設備に不安」（20.5％）、「自分も高齢だから」（16.5％）、「自分も病弱だから」（10.5％）

と続き、「在宅サービスが不十分だから」は 4.9％と選択肢の中では最も低く、必ずしも在

宅サービスの充実がすぐに在宅介護に結びつくものではなく、家族が介護しなくても外部

サービスで充分な体制を作り、そのシステムが地域に納得して受け入れられている状況が

必要と推察されます。また、その他の理由として、「働かなければならない為」「他に自宅

に病人を抱えている」等が記載されていました。 

 また、療養病床削減後、入所を希望する施設は「介護老人福祉施設」（36.3％）、「介護老

人保健施設」（28.4％）、「一般病院」（22.8％）、「有料老人ホーム」（4.2％）で、「自宅へ帰

る」と回答した人は僅か１名（0.5％）でした。 

 さらに、自由意見欄（別紙）には「生きることをやめる方法を明示してから方針を打ち

出すべき。」、｢国のかってで振り回される市民は大変なことを分って欲しい。｣、「非情な政

治だと思う。」など患者家族の困惑と悲痛な叫びが多数寄せられました。 

 



患者家族アンケートより一部抜粋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これが患者家族の生の声です！！ 



 



患者・家族アンケート自由意見欄記載分

NO7 不安です
NO14 老人が老人を介護するのは困難です
NO26 政府の改革は国民に痛みを押し付けるばかり。特に高齢者には毎年のように負担増を強いら

れています。政府は地方の医療の現状を把握しての改革なのだろうか。介護難民の生じない事
をお願いするのみ。病院と患者一体となって頑張るしかありません。

NO30 絶対反対である
NO34 国の政策に呆れて書くことも出来ない。外国にたくさんお金をばらまいているのに、国民の事は

考えてくれないのか。戦後を支えてきた高齢者に死ねと言っているようなものである。
NO41 高齢者が多くなるのに、自分も年をとっていくのにほんとうにこまります。
NO42 私宅では幸いにもこちらの病院に今のところ御世話になって居りますが、自宅では無理な患者

さんが大勢居られます。私達で運動して何とかこのきやくをかえていただきたいと思います。
NO43 現状より悪くならない様にして下さい。
NO45 療養や長期入院がふえる中、病床を削減されるといきばのないお年よりでこまる事になり国の

考えには反対です。これからはどの病院でも老人福祉施設でもすぐ入れるような方法で国も考
えて頂きたいと思います。

NO46 これからが心配です。
NO48 ①国の責任を問いたい　②生きる事をやめる方法を明示してから方針を打ち出すべき。病院に

すがる以外に考えられない。
NO49 削減又は全廃に即移行ではなく、皆々様が助かる方法を考えて欲しいと思います。
NO52 弱者切捨て政策に不満
NO54 その様になったらこまる
NO58 人間が最後の安らぎの場を奪う権利は無い
NO67 現在より診療費がアップしてもかまわないので療養型の病院を残す様になって欲しいです。
NO72 非情な政治だと思う。弱者に対してよくわかっていない！！
NO74 少子化・高齢社会の現代にはふさわしくない制度であると思います。
NO76 税のムダ使い、政治資金等たくさんあるのに、このような大事な所が削られるのは問題だ。
NO89 国のかってで、ふりまわされる市民は大変なことをわかってほしいです。
NO90 削減反対します
NO93 今までの社会的入院で国の財政も大変な事が分るが、まだまだ不透明なお金の使い方をして

いる　だんだん少子化になって来ているので、もっと福祉に力を入れて、福祉にやさしい日本に
してほしい　在宅での介護高齢化がすすみ不幸な事件も起きているので国で早急な対応策を
考えてもらいたい　療養型病床削減は反対です

NO94 療養費が大きくなると家族にふたんがかかるのでこまる
NO98 介護保険を個々よりおさめさせておきながら考えられません！！
NO99 少子高齢化で大変な時代が来そうですね。
NO100 国の療養病床削減を初めて知りました。寝たきりの人を年を取った者が、どうやって介護すれば

良いのでしょうか。私には国の考えがわかりません。安倍首相は常々美しい日本を強調してい
ますが、これが美しい国日本の姿なのでしょうか。なさけないです。

NO105 国の療養病床削減方針が本当なら家族も患者も大変こまります
NO107 何とも言えません！
NO109 医療・介護の制度取扱引き下げ、どこまでゆくのでしょう。国民として心配で頭の中で離れませ
NO114 自分達では不可能と思われる為、受け入れて下さる施設が有ればお願いしたい。
NO116 国の方針に不満足
NO119 国は病院への診療報酬を引き下げたと言うが、なぜこのようなことになるのか。我々も高い介護

保険を納めているが、現在、母が手厚い介護を受けていることに感謝している。しかし、寝たき
りの状態では、自宅での介護は不可能。今の制度を抜本的に改善して、今後もこの制度を維持
してもらいたい。患者の中には自力で歩ける人、自宅療養可能な人もいることでしょう。要介護
度の見直しは必要。多少の負担増もやむを得ない。また要員を増やし労働条件等の改善を図
り、高齢化社会に対応する必要がある。

NO121 削減には不安です
NO124 医療制度の改悪について、反対してほしい
NO125 現実に自宅介護が不可能であり、かと言って受け入れ可能な施設もない中で、療養病床が削

減の方向に向うのは家族共倒れを意味している。少子化・核家族化が進み自分達の生活と親
の介護の場所が離れている場合など、親の介護と家庭生活の両立が不可能であることを知っ
ていただきたいと切に願う毎日です。

NO126 金がない老人はどこにも行けない。年金も下がり介護保険は高くなり、生活できなくなるので
は。医療の進歩により長生きすることがどうなのかなぁーと思う政策になっている。

NO129 ・高齢化時代対し反対の対策と思える　・老人福祉施設を増設してからの話と思う
NO133 国は患者に死ねといっているのか　患者の事を何も考えてないように思う
NO134 年金生活なので高い所には入れません　どこの施設が良いのかもわかりません
NO146 弱者いじめ
NO153 国はもっと介護老人の事を知ってほしい！！
NO154 困ります

自由意見欄



深川第一病院入院患者・ご家族様  アンケートにご協力ください。 
問１ 現在、全国には３７万床の療養病床（長期入院が可能な病床）がありますが、国は

これを平成２４年までに２４万床削減し、１５万床とすることを知っていますか？

 
 １．知っている  ２．知らない 

 
問２ 療養病床には医療保険適用の病床、介護保険適用の病床がありますが、平成２４年

で介護保険適用病床は全廃されることを知っていますか？ 
 

 １．知っている  ２．知らない 
 

問３ 療養病床での入院が続けられなくなった場合、現在の病状・状態で自宅介護は可能

ですか？ 
 

 １．可能である  ２．可能だが不安  ３．不可能  ４．よく分からない 
 
 

問３-２ 問３で２．可能だが不安、３．不可能とした場合、不可能とした理由は何ですか？
（複数回答） 
１．容体が変化した時、対応できない 
２．自宅の設備に不安 
３．自分も高齢だから 
４．自分も病弱だから 
５．介護する者が居ないから 
６．在宅サービスが不十分だから 
７．その他（                        ） 
 

問４ 療養病床削減後、入所を希望する施設はどこですか？（複数回答） 
 

 １．自宅へ帰る 
２．一般病院（例 深川市立病院） 
３．介護老人保健施設（例 エーデルワイス） 
４．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）（例 清祥園） 
５．有料老人ホーム（例 アニスティー深川） 
６．その他（                        ） 
 

自由意見欄（療養病床削減の国の方針等についてどのように感じられるか等ご自由にお書き下さい） 

 

 

 

 

 
ご協力ありがとうございました。 

設問表




